
エバポレータ－の使用上の注意事項

排気ホースの先端はドラ
フト内の受け容器に固定
してあるか？

エバポレータの使用中は
ドラフトを稼働させてい
るか？

排気のホースは天井や壁等を這わせているか？
（床を這わせていないか？室内にそのまま排出していないか？）

排気
ホース

ドラフト内

排水口に溶媒が絶対に
入らないようにする！
（使用頻度が少なければフタ）

エバポレータ本体

二次トラップを設置し
ているか？

冷却用の不凍液の冷却温度は適切に設定されているか？
※(温浴の温度ー40)℃を目安にする。
例）温浴が30℃の場合、（30－40=－10）℃で冷却する

※溶媒の沸点（右記参照）や装置の真空度、構造に応じて
適切な温度に設定する。

ホースのつなぎ目に緩
みがないか？

【参考：各溶媒の沸点】
使用後は、ポンプを停
止し、溶媒を回収する。

水質汚濁防止法の対象物質の一部 その他の物質（労働安全衛生法対象物質の一部）

溶媒名 沸点 溶媒名 沸点

ジクロロメタン 40℃ エチルエーテル 35℃

四塩化炭素 77℃ アセトン 56℃

ベンゼン 80℃ クロロホルム 61℃

アセトニトリル 82℃ ノルマルヘキサン 68℃

1,4-ジオキサン 101℃ 酢酸エチル 77℃

溶媒の蒸気が冷却される構造
になっているか？
（冷却部を通らずにポンプ側
に吸引されていないか？）


